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（

　 The 　present 　study 　was 　designed　to　investigate　 on 　administration 　schedule 　practice　of　hypnotic

drugs 　for　outpatients ，　 One　hundred 　 and 　sixty−three　outpatients 　were 　interviewed　at　the　dispens−

ing　 counter 。　 They 　consisted 　 of 　53　 males （range 　 of　46−86　years） and 　 110　females （range 　 of 　33−

88years ）．　 Of　the 　53　 male 　group ，27　 were 　given 　 triazolam，　 and 　ll　 were 　given　 zopiclone ．　 Of

the　110　female 　group ，69　 were 　given　 triazolam，　 and 　 16　 were 　given　 estazolaln ．　 All　 outpatients

were 　 classified 　 as 　the 　following 　4　patterrs　 according 　to　 the　 administration 　 schedule 　practice 　 of

the　drugs ： （1） who 　have　been　taking 　hypnotic　drugs　as 　directed，（2）who 　have 　reduced 　 a　dose

of 　it　 and 　have 　been　 taking 　it　 as 　directed，（3） who 　have　 sometimes 　been　 taking　 as 　directed，　and

（4） who 　have　 reduced 　 a　dose　 and 　have 　 sometimes 　been　 taking ．　As　 the　 result 　 of 　 this　 study
，

about 　36％ of 　 male 　 and 　53％ of 　female　 outpatients 　have　been　 taking 　hypnotic　 drugs　 under 　 the

circumctances 　 that　they　only 　felt　 in　 need 　 a 亡 bedtime 　and 　 34％ of 　 male 　and 　 44％　of 　 female

outpatients 　have　 reduced 　a 　dose　and 　have　been　taking　 at　bedtime．
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は じ め に

　
一一

般に 睡眠薬を服用 して い る患者は，高齢者に

多 く， 男性 よ りも女性に 多 い こ と は 東京都の 調

査
11

や ギ ャ ラ ッ
プ調査

z）
な ど文献や窓 口 で の 体験

†1 本報 の 要旨は 日 木薬学会第 112年会 （福岡，1992

　　 年 3 月 ） で 発表．

†1 仙台 市若林区大和町 2−29−1； 2−29−1，Yamato −

　　 machi ，　 Wakabayashi −ku，　 Sendai，983　Japan

上 知 られ て い る，しか し外来患者 が窓 口 で 受 け取

っ た 睡眠薬の実際 に つ い て は あ ま り知 られ て い な

い ．そ の 具体的 内容と して患者の 年齢構成，処方

量 と服用量，薬袋 の 指示 を 患者が どの よ うに 理解

し て い る か な どの 問題が ある，

　今回，当院外来患者 の 睡眠薬服薬状 況 を 検 討

し，服薬 の 実際を把握す る とと もに 改善点が あれ

ば こ れを現場 に反映させ ，また 服薬相談に資する

目的で 調査を実施 し，若干 の 知見を得た の で 報告
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す る ，

　1． 当院の現状

　当院 は1980年電電公社職域病院と し て 100床 ，

14診療科 と し て ス タ
ー

ト し たが ，そ の 後増床 し現

在 12診療科 194床とな っ て い る．また 開設直後 に

保険医療機関の 指定を受け一般 に 開放 さ れ て お

り，1991年度 の 外来患者 の 中で約 16％b：　NTT お

よび郵政職員とそ の 家族が 占め て い る．1991年 4

月 か ら1992年 1 月 ま で の 10ヵ 月間 の 1 日当 た りの

平均処方せ ん 枚数は ，外来 390 枚，入院53枚で あ

る，また 診療科別 の 処方 せ ん枚数 の 割 合 は ，内

科，眼科，整形外科，小児科，外科，産婦人科 お

よ びそ の 他 の順で ， それぞれ 38．7， 22．6， 13．0，

9．8，5．2，4．5 そ の 他が 6．2％ とな っ て い る．

　2，　 調査期間 と方法

　調査は ，1990年11 月 よ り翌年11月 ま で の 1年間

実施 した ．患者の待ち 時間に 影響を及ぼ さな い 範

囲 で ，イ ン タ ビ ュ
ー形式に よ り霊 として 服用量，

服用法 ， 服用時間な どを質問 し 回答を得た ．当初

は こ れ らの 質問 の 他に 服用期間 ，副作 用 なども質

問 の 項 目と し て 予定 した が，窓 口 で は患者 の 応対

に 追われる こ とが多 く，特定の 患者 の み に 時間 を

割 くこ とは不 可能で断念せ ざ る を得 な か っ た ，

また
一度の イ ン タ ビ ュ

ーで 十分な 回答が得られ な

か っ た 場合は，次 の 機会に補充の イ ン タ ビ ュー
を

行 っ た ．睡眠薬 の 服 用患者 で調査対象とな っ た の

は ，男性53名，女性 110 名で あ っ た ，

　3． 睡眠薬服用 患者数お よび年代と性別

　男性 患 者の 年齢の 範囲は 41歳 か ら86歳 で
， 最 も

多 い 年代は 60歳代で あ っ た ．女性患者で は 33歳か

ら88歳で
，

70歳代が最 も多か っ た， こ れ らの 結果

を 図 1 に 示 した ，

　4． 服用睡眠薬の種類と服用患者数および性別
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A

　患者1こ 処方 さ れた睡眠薬 の 種類と患者数お よ び 　　
一

性 別を図 2 に 示 し た ．

　5． 睡眠薬の 処方量 と服用患者数お よび性別

　処方量 と服用患者数 お よ び 性別を図 3 に 示 し

た ． 1 錠の み の 処方は ゾ ピ ク ロ ン お よ び プ ロ チ ゾ

ラ ム で あ っ た ，

　6． 睡眠薬服用 患者の 併用薬剤数

　糖尿病患者 ， 多科受診患者，高齢者，透析を受

け て い る患者に 比較的多剤を併用して い る患者が

み られ た ．全体の 併用薬剤数の 中 で，外用薬の 割
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図 1． 睡眠薬服用患者数お よび 年代と性別
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合は，男性患者で 3．7％，女性患者 で は 5．8％で

あ っ た．表 1 に そ の結果を示 した．

　7，　 男性患者併用薬の 薬効別分類 と頻度

　表 2 に 男性患者 の 併用薬を 目本標準商品分類に

基づ い て 分類 し た薬効別分類 と そ の 頻 度 を 示 し

た ．

表 1． 睡眠 薬服用患者の 併用 薬剤数

併用薬数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

　　　　　男性
患者数

　　　　　女性

0 3 5 4 11（3）　　　5（1）　　　9（2）　　　5（2）　　　2 2

3 9 7 14 20（4）　　19（1）　　14（2）　　　9（6）　　　6（3）　　　5（2）

併用薬数 10 11 12 13 14 15 16 17 十
二■一
ロ

数者懋

（

性

性

男

女

4 0 0 2（2） 1（1）　 0 0 0 53（11）

0 0 2（8）　 0 0 0 1（1）　　　1（4）　　110（31）

）・ 外膜 複数禾授 診者 ・ 男性 1 名 （2 科 1），女性 7 名 （2 科 4 ，3 科 3 ）

A

表 2。 男性患者併用薬 の 薬効別分類 と頻度

No ．　　　 薬　　　効

消化性潰瘍用剤

血管拡張剤

健胃消化剤

制酸剤

下斉［J。浣腸斉11

その 他 の 循環器官用 薬

鎮咳き ょ 痰剤

不 整脈用剤

精神 神経 用 剤

利尿剤

整腸剤

解 熱鎮 痛剤

頻度　　割合（％） No ． 薬 効 頻度　　割合（％）

123456789012　

　

　

　

　

　

　

　

111

180554221199432111111113，812
．86
，75
．15

、14

．74

．04

，03

．73

．73

．03
，0

34567890

・
ー

：・

2

11111112

4

そ の 他 の ．血液，体液用薬

強心 剤

そ の 他の 消化器官用薬

血 ffllk下剤

糖尿病 用 剤

鎮痛鎮痒収斂消炎剤

その 他の 泌 尿生殖器用薬

動卿薩硬イ匕用斉1∫

抗悪性腫瘍剤

97766654

：・
：・

1

04400073

　

　

3

32222211

　

　

0

297 100．O

表 3． 女性患者併用薬の 薬効別分類 と頻度
ρ A

No ． 薬 効 頻度　　　害u合（％） No ， 薬 効 頻度　　　害叮合（％）

123456789012　

　

　

　

　

　

　

　

111

消化性潰瘍用剤

血 管拡張剤

健胃消化剤

血圧降下剤

精神神経用剤

そ の 他 の 循環器 官用薬

下剤 ・浣腸剤

不整脈用 剤

利尿剤

制酸剤

解熱鎮痛消炎剤

そ の 他 の 消化器官用薬

55371042287654433322211110．28

．48

，06
，95
．85

，64

．74

．14

．13

，43

．23

，0

34567890

：

ー
：

2

1

工

111112

5

糖尿病用剤

鎮 咳 き ょ覈剤

鎮痛鎮 よ う収 斂消炎剤

VB 剤

動脈硬化用 剤

混合 ビ タ ミ ン 剤

強心 剤

そ の 他 の ホ ル モ ン 剤

鎮痙剤

20098887

ー

…

1

111 2．21

．91

，91

．71
，51

．51

．51

．3

（80，9）

　O．2

537 100，0
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　　　　　　　　　　　　　 表 4．　睡眠薬服用 患者の 服薬パ タ ーン

1． 男性患者 の 処方量 ， 服用量 と服用法

グ ル ープ 処方量 服 用 量 服 用 法 患者数 割合（％）

G −1　　　　 1T ，2T

G −2　　　　1T ，2T
G −3　　　　　 1T

G −4　 　　　 　 1T

1T ，2T112T

，1T

　 lT

　112T

毎晩，就寝前

毎晩，就寝前

　 とぎどき

　 と きど ぎ

223

ハ
0

211 41．522
．624
，511

，3

∬・　 女性患者の 処方量 ， 服用量 と服用法

グ ル ープ 処 方量 服用量 服用 法 患者数　　　　割合（％）

戸

G −1G
−2G
−3G
−4

1！2T ，
1T

，
2T

　 lT ，2T

　112T ，1T

　 IT ，2T

　　lf2T ，IT ，2T

　　　lf2T ，IT

　　　IX2T ，IT

1！4T ，113T ，112T ，IT

毎晩 ， 就寝前　　　　34

毎晩，就寝前　　　　18

と きど き　　　　　 28

ときどき　　　　　 30

30．916
．425

．527

。3

　8． 女性患者併用 薬の 薬効別分類と頻度

　表 3 に 男性 患者 と同様に 併用薬を分類 し た女性

患者併用薬の 薬効別分類と，そ の 頻度を示 し た ．

　9， 睡眠薬服 用患者の 服薬パタ
ー

ン

　今回の 調査の 結果 ， 睡眠薬 の服薬 パ タ
ーン を 次

の 4 タ イ プ に 分類する こ とが 可能 で あ っ た．

　 1）　処方量 と服用量が等 し く，毎晩就寝前薬袋

の指示 どお りに 服 用す る患者 （G − 1）

　2）　処方量 を 減量 し て 毎晩就寝前に 服用する患

者 （G − 2）

　3） 処方量 と服用量が等 し く， とき どぎ服用す

る患者 （G − 3）

　4） 処方量 を減量 して とき どき服用 す る 患 者

（G − 4）

　以上 の 分類 に 従 っ て 男女別に まとめ た 結果 を表

4 に 示 した ．

　10，ときどき服用す る患者の コ メ ン トと人数

　ときどき服用する と回答 した 男性患者お よ び 女

性患者か ら得られ た 内容を 表 5 に 示 し た ．

　11，睡眠薬の 服用時間

　男性患者53名中27名，女性患者 110 名中 56名が

服用時間 に つ い て コ メ ン ト し た ．女性患者で は 午

後 8 時か ら12時 まで に 服用 して お り，男性 患者 で

は服用時間帯が女性 よ りも広 く，午後 6時半か ら

午前 2時 まで に 分布 して い た．

　12．中途覚醒の 有無

　睡眠薬を服用 し て い て 中途覚醒が ある との 質問

表 5． と きど服用 す る患者の コ メ ン トと人 数

No ， コ メ ン トの 内容 男性　　　女性

12

3456

78

ね む れ な い よ うな 時　　 　　　10

一度床に つ い て か ら，12時過 ぎ 4

まで ね む れ な い 時

登山や 旅行などで 外泊す る 時　　2

仕事に 疲れ，疲労が 蓄積 し た 時 2

前夜 ね む れ な か っ た 時 　　　　 0

老人の 世 話で 睡眠 不 足 に な っ た 0

時

家庭 に 人の 出入 りが あ っ た 時　　0

そ の 他　　　　　　　　　　　1

7，
ハ
011

4022

10

（19119）　（42〆58）

に ，男性 患者 で は 4 名 （7．5％），女性患者 で は 24

名 （21．8％）が 目を覚 ます ， また は覚 ますこ とが

あ る と 回答 し た ．

考 察

　薬局窓 口 で は 時間が限定され 1 回 の イ ン タ ビ ュ

ー
で は 目的を達せ られな い 場合があ り，患者 に よ

っ て は 2 回 また は 3 回 の イ ン タ ビ ュー
を試み た，

また 患者の協力が得られ たた め ，服用患者の ほ と

ん どを網羅 し イ ン タ ビ ューの 対象 とする こ とが で

きた ，

　今回 の 調査で 睡眠薬服用 患者 の 男 女比は約 1 ：

2，男性患者 の 60 歳代以上 が 84．8％，女性患者で

は 74．5％で あ っ た が，女性の 場合50歳代を入れる

N 工工
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と約90％に 達 し た．東京都 に お け る 不 眠 の 出現頻

度 の 1980年お よ び1987年 の 調査
1〕 で は，男女 の 割

合 は 10．3と20．6％ ， 9．3 と 16，1％で あ り， 65歳以

上 の 割 合 は 87．2お よ び78．5％で わ れ わ れ の 調査 と

同様 の 傾向で あ っ た ．

　服用 睡眠薬で は 男女 とも ト リ ア ゾ ラ ム を服用 し

て い る患者が 50％を越 え，男性患者 で は 以下 ゾ ピ

ク 卩 ン
，

エ ス タ ゾ ラ ム と続い て い る が ， 女性患者

で は エ ス タ ゾ ラ ム ， ニ ト ラ ゼ パ ム の 順 で あっ た ，

1982年お よび 1985年に 単剤で処 方された睡眠薬の

調査 3） で は ， ニ ト ラ ゼ パ ム が それぞれ 60．9お よ び

53，5％で 1位を占め た ，大熊
4｝

に よれぽ血 中半減

期の 短い もの は 入眠薬に，長 い もの は熟眠薬に 適

して い る が，現在わが 国で 市販 され て い る ベ ン ゾ

ジ ア ゼ ビ ン 系睡眠薬は，半減期 の 長 さか ら考え て

も入 眠薬兼熟眠薬と し て使用 で きる と 述 べ て い

る．

　処方頻度が最も高 い ト リア ゾ ラ ム で は 0．25mg ！

錠 の 処方 が全体で 92．7％ ，
2 錠が 5．2％o ， 半錠2．1

％で あ っ た．高見 ら
5，

の 調査で は 0．25mg が 91．5

％ ， 0，5mg 　8．　5％で あ っ た．厚生省 ， 医薬品副作

用情報 （No ．113）で は ト リ ア ゾ ラ ム 製剤の 「使用

上 の 注意」 の 追加改訂が取 り上 げられ，
一

般的注

意 と し て 少量 （1 回 0．125mg 以下） か ら投 与を

開始す る こ とな どが追加され，ゾ ピ ク ロ ン に つ い

て も同様の 注意を呼び か け て い る． ト リア ゾ ラ ム

に つ い て は 今後処方 は 低 含量 剤に 移行する こ とが

予 想さ れ る．　　　　　　　　 ・

　併用薬剤数は，男性患者で は 1 剤か ら最高 14剤

に 分布 し， 最も頻度が高か っ た の が 4 剤11人 で あ

っ た ．女性患者で は単剤か ら最高17剤に 分布し，

最高の 頻度 は 男性 と同 じく 4 剤20人 で あ っ た が ，

5 剤19人， 3剤 と 6 剤が各14人 と男性 とは や や 異

な っ た 分布を示 した ．患者に よ っ て は 調査を受け

た とき風邪薬が追加され，薬剤数が増加 した例 も

み られ た．また平均薬剤数は 男性患者 5．6 剤，女

性患者 で は 4．9 剤 で あ っ た ．丹 野 ら
6）

の 報告 に よ

れば40歳以上の 外来患者 の 平均併用薬剤数は 4．09

剤で ，男女と も加齢と と もに 薬剤数 は 増加 し ，
こ

の 傾向は 女性 で とくに 顕著とな る，照井 ら
7）

の 報

告で は 40歳以上 全患者男女別平均併用薬剤数は ，

男性 4．6 剤，女性 42 剤で 男性 が高 く，高齢者群

の 平均併用剤数は 男性4．79剤，女性4．54剤で あ っ

た ．これら の 報告 と比較す ると，睡眠薬服用患者

の 併用薬剤数は 男性 が女性 よ りも高い 値を示 し た

点で は
一

致するが，併用薬剤数は 多い 傾 向に ある

と考え られ る，

　併用薬の薬効別分類で の 頻度は ，男女 とも消化

性 潰瘍用 剤 ， 血管拡張剤 ， 健胃消化剤 の 順で 1 位

か ら 3位 まで を 占め た が，原ら
8）

の 内科外来受診

患者の処方分析の 報告で は ，処方内容の薬効別分

類 で 胃薬が 19．7％を占め て い る こ とか ら， 胃腸疾

患に 適用され る薬剤が内科外来で は頻度が高 い と

考え られ る， 1位か ら 3位を占め た睡眠薬服用患

者 の 併用薬 の 薬効別分類の 頻度が，睡 眠薬を服用

し て い る患者に 特徴 的な傾向 で あ る か ど うか に つ

い て は ，さらに 検討の 余地がある と思わ れる ．

　処方量を薬袋の 指示 どお りに 服用し て い た 男性

患者は41．5％，女性患者が30．9％ で 男女 とも半数

を越え る患者が睡眠薬の 服用を 自己管 理 し て い

る．さ らに処方量を減量 して 服用 して い る患者が

男性で は 約 34％，女性で は約44％を 占め た．減量

し て服用 して い る患者に は，半錠だ け で は な く 3

分の 1 や 4 分の 1錠を服 用 して い る例がある こ と

か ら，睡眠薬 の 錠剤 は 4 分割 の 割線が あ り， 高齢

老が容易に 服用を確認 で き る大 きさが望 ま し い と

思われ る．以 上 の 結果 と添付文書 の 使用上 の 注意

の 追加改訂 もあ り，薬剤科 よ り医局会に提案 し当

院で は ト リ ア ゾ ラ ム 0．25mg 錠を O．　125mg 錠に

切 り替 え る こ ととな っ た．

　 ときどぎ服用す る患者は ，男性 で 19名（35．8％），

女性で 58名 （52．8％）で あっ た が，どの よ うな状

況で 服用す る か の 質問に対 して 男性 全員 と女性58

名中48名か ら回答が得 られた．男女 とも 「ねむれ

な い 時」 と 「1 度床に つ い て か ら12時過 ぎまで ね

むれない 時」 が大多数で あっ た が
，

「ねむれない

時」 と回答 し た 患老 も実質的に は 1度床に つ い て

か ら服用 し て い る と考え られ る．現在睡眠薬 の 薬

袋に は 「就寝前」 の 指示を し て い る が ， 調査結果

と今回改訂 された使用上の 注意に は，不 眠症に は

就寝直前に 服用 させ る こ ととあ り，薬袋の 指示 と

して 「就寝直前また は 就寝後ねむれ な い 時」が適

ρ
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切 で は な い か と思わ れ る．

　睡眠薬 の 服 用時間 に つ い て は一定 の 時間を い う

こ とは 難 し い と回答 した患者 もあ っ た．女性患者

で 8 時に 服 用 して い る患者 の 中 に は ，遅 く服 用す

る と翌朝ふ らつ きや め まい が起 こ る た め と回答し

た患者が み られた ．男性患者で 6 時半に 服用 して

い る77歳 の 患者は ， こ の 時 間 に 服用 しな い と効か

な い とい い ， 7時の 2 名の うち 1 名は 72歳，他 の

1名は 午前 2 時に 服用 し て い る 1 名と同 じく仕事

上 服用せ ざるを得な い とい う回答で あ っ た ．また

男女 とも最 も多 い 服用 時間帯 は 午後 9 時か ら10時

まで で あ っ た ，

　睡眠障害を年代別 に み る と，若年者 に 入 眠障害，

朝の 起床困難，昼間 の 眠気 など の 訴えが多 く，高

齢者 で は途 中覚醒 の 訴えが多 くなる とい う
2 ）， ま

た加 齢に よ る睡眠変化 の 特徴 と して徐波睡眠 の 減

少 ， さらに レ ム 睡眠の減少傾向と中途覚醒の 増加

が み られ睡眠効率が低下す る．老人の 場 合に は 睡

眠薬 の 量 も増える こ ともな く，睡眠 もとれ不眠 の

悩み が解消する ケ ース も割合多い と い わ れ て い

る
1｝．

　今回 の 調査か らほ とん どす べ て の 患者 が睡眠薬

の 服用 を 望まず ，
で きれ ば止 め た い と内心思 っ て

お り，と くに 女性 患者 に睡眠薬の 服用が不 自然な

行為で ある との 認識を もち ， そ の結果 とぎど き減

量 して 服用 し て い る 患者が多い 理 由 の 1 つ とな っ

て い ると考え られ る．また ときどき服 用 して い る

患者 で は，手元 に ある こ とで 不眠に 対す る漠然 と

した 不安か ら解放 され，必ず しも毎晩服用 し な く

とも よ い と回答 した患者 も多 くみ られた ．

ま　 と　 め

　L　 1 年間 の 調査 の 結果，男性 53名，女性 110

名か ら回 答を得た．睡眠薬 の 服用患者 は 男性 よ り

も女性が多 く，と くに 女性 で は年齢 とともに 著明

に増加 し た ．

　2 ， 服用 睡眠薬 で は ト リア ゾ ラ ム が 男女 とも50

％以上 を 占 め た．

　3．　処方量 で は ト リ ア ゾ ラ ム は 1 錠が多 く，エ

ス タ ゾ ラ ム ， ニ ト ラ ゼ パ ム で は 1 錠 と 2 錠 が お よ

そ半 々 ずつ ， ゾ ピ ク ロ ン ，ブ 卩 チ ゾ ラ ム で は 1錠

が 処方され，塩酸 フ ル ラ ゼ パ ム は 3 カ プ セ ル が 1

名の み で あ っ た ．

　4．　 睡眠薬服 用患者 の 併用 薬剤数で は ， 男女 と

も 4 剤が最 も多 く，男性 の 14剤，女性 の 17剤が最

高で あ っ た．

　5． 併用薬剤数の 薬効別分 類に よ る頻度は ，男

女 とも消化性潰瘍剤，血管拡張剤，健胃消化剤 の

順 で 1 位か ら 3 位を 占め た．

　6．　 ときどき服用する患者が男性で は 約36％，

女性で は 53％ ， 処方量 を減量 して 服 用す る患者 が

男性 で 約34％，女性で は 44％ で あ っ た ．

　7．　 と きどき服用する患者で は ， 「ねむれ な い

時」，「1度床に 入 っ て か ら遅 くま で ね む れ な い

時」 が最も多 い コ メ ン ト で あ っ た ．

　8．　睡眠薬を服用 して い る患者に は高齢者が 多

く， ま た 処方量 を 減量 して 服 用 して い る 例 が多 く

み られる た め ， 睡眠薬の 錠剤は 4 分割 の 実用的割

線がある こ とが望 ま しい と思わ れる．

　9． 患者 の コ メ ン トお よ び使用上 の 注意 の 改訂

もあ り，薬袋の 指示 は単に 「就寝前」で な く 「就

寝直前ま た は 就寝後ねむれな い 時」 が適切 で ある

と考え られ る．
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